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題字は村上日出俊氏（雅号 酉山） 

 

 

 
   

わたしは大学教育を東京で受けましたが、生まれ育

ちは大阪であり、根っからの関西人であると自覚して

います。わたしと大阪の関わりについて少し触れてお

きたいと思います。 

 

わたしは昭和３１年（１９５６年）、天王寺区で生ま

れました。 

聖バルナバ病院で産声をあげ、生家は上本町八丁目

であったと聞いています。上本町の記憶はまったくあ

りませんが、そのつぎに阿倍野区に転居した辺りから

うっすらと記憶が始まり、小学校 1年生の途中から転

居した北区天満一丁目（当時の天満橋筋一丁目）の家

のことが最も鮮明に記憶に残っています。この家には

高校 3年まで住んでいました。 

 

小学校は滝川小学校、中学校は北稜中学校、 

高校は北野高等学校です。 

天満宮と造幣局が中学校の校区にあり、天神祭 

と桜の通り抜けが強烈に記憶に刻みつけられて 

います。 

 

 

 

小中は歩いて通学しましたが、高校からは 

谷町線天満橋駅から梅田に出て、阪急十三駅 

まで通っていました。 

この頃は、天満宮と大川と、キタを中心と 

した生活であったと言えると思います。 
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大学からは東京に出て、学部４年、大学院３年、助手１年の合計８年間を過ごしまし

た。その後、神戸大学教養部への就職のお話があったので、関西に戻ることになります

が、阪神間に所帯を持ったこともあって、大阪との縁はやや薄らぎます。 

 

大阪女子大学（堺市大仙町）に３年勤め

ていた間も西宮から通いました。 

その後、神戸大学文学部に戻って８年間

勤め、その間に阪神淡路大震災も経験しま

した 

１９９８年から大阪大学文学部に勤務す

ることとなり、大阪とのご縁が少し戻って

きましたが、文学部は豊中、大学本部は吹

田にあって、大阪市内とはかなり雰囲気の

異なる北摂文化圏と親しむこととなりました。 

 

さて、天王寺とのご縁ですが、実は放送大学大阪学習センターの面接授業の講師とし

て、２０１５年にデビューしております。途中中断を含み、コロナによる不開講などもあ

りましたが、大阪学習センターには 7 年前からお世話になっていることになります。 

２０１５年の初の面接授業のことは今でも鮮明に覚えていますが、授業終わりに数人の

学生の方から飲みに行きましょうとお誘いを受け、薄暗い路地の奥の居酒屋で杯を酌み交

わしました。その頃は大阪大学文学部の同僚であった柏木先生が所長をなさっていました

が、７年後に自分が所長になるとは思ってもみませんでした。 

 

２０２２年４月、縁あって放送大学大阪学習センター所長に就任しました。わたしの天

王寺時代が本格始動したと言えるでしょう。 

天王寺には、四天王寺があり、住吉大社も

近く、美術館や動物園も通天閣もそばにあ

り、大阪独特の歴史と文化が色濃く感じられ

る地域で、天満宮界隈やキタや北摂とはまっ

たく違った顔を持っています。 

 

両親は 2人とも亡くなって一心寺さんにお

骨を預かっていただいていますし、妻の両親

も下寺町に墓地があります。弟夫婦も天王寺

住まいです。 

 

わたしのルーツである天王寺界隈に再びどっぷりと身を浸して、所長としての生活を送

ることを大変楽しみに感じております。 
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大阪学習センター学園祭「放大河堀祭」が１０月１６日（日）に

開催されました。 

このような形式での開催は２０１９年秋以来（２０２０年秋は中

止・２０２１年はオンライン開催）となりました。 

 

公開講演会も２０１８年以来の開

催（２０１９年は講師の先生が台風

により来訪が不可になり中止）で、

谷口 真由美先生（法学者・大阪芸

術大学客員准教授）にお越しいただ

き、大変盛り上がりました。 

 

大阪学友・同窓会は今回、「ビブリオバトル特別編」を出展・開催

しました。 

※ビブリオバトルについては会報 35 号 5 ページの橋口香世子さん

の寄稿並びに「ビブリオバトル普及委員会」のホームページを参照してください。 

 

オンラインゲストとして、ビブリオバトル普及委員であり放送大

学の学生（東京文京学習センター所属・千葉県在住）でもある高橋 

一彰（たかはし かずあき）さんをお招きし、「放送大学とビブリ

オバトル」をテーマにミニ講演と、ミニ・ブリオバトル形式（３

分・本来は５分）で４名の発表参加者に発表・ディスカッションを

おこないました。 

 

 

発表参加者（発表順） 

 村橋 陽三さん・浦戸 洋祐さん 

 三上 香子さん・古川 徹（飛び込み参加枠） 

 

 

全国各地や海外(韓国)のビブリオバトルに足を運び、ビブリ

オバトル関係者のさまざまなつながりを紡ぐ活動をされた高橋

さんのお話も興味深く、「人を通して本を知る。本を通して人

を知る」というビブリオバトルのキャッチフレーズにふさわし

いひと時でした。 

当日出席の方の投票によるチャンプ本として、三上さんの

「私の先生－誰からも、何からも学べる（私の生涯教育実践シ

リーズ）」が選ばれました。 

最後に、高橋さんによる「おっさんの掟:「大阪のおばちゃん」が見た日本ラグビー協会「失敗の

本質」（谷口 真由美先生の著作）の書評で締めとなりました。 

来年度はまた、色々検討しつつ、皆さんの「学び」に資するような催しを検討したいと思いま

す。  

 

副代表世話人 古川 徹 
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１３年前、大学院の修士課程を修了して、天王寺の学舎へ学位記を受け取りに行った時だっ

た。集まった１２～１３人の中に、私のような高齢者が一人居た。 

７０歳の私とどっこいどっこいかなと思っていたが、後で聞くと私より一回りも上、それも

太平洋戦争の激戦地の生き残りだと聞いた。矍鑠として動作もきびきびとしておられたが、大

した人もいるもんだと感服した事を覚えている。 

 

私は現在、江戸時代中期の俳人にして随筆家、とされる 

神沢杜口（１７１０年～１７９５年）を研究している。 

４０歳半ばで京都東町奉行所の与力職を致仕（退職）、以

後独りで隠居暮らしに入るが、俳諧、謡、歌舞伎、囲碁等を

楽しみながら、『翁草』２００巻、『塵泥』５７巻、『赤城

義士篇参考』26巻等を遺した。当時としては珍しく８６歳の

天寿を全うしたが、現代の高齢化社会を生きるお手本になる

人物の一人である。 

 

高齢でも痴ほうにならず、長寿を全うする、いわゆる健康寿命を保つには、趣味や運動など

で肉体的な健康を維持するだけでなく、知的な刺激が必要だという事はよく知られている。 

 

神沢杜口も晩年耳が不自由だったが、亡くなる直前まで

これらの著述に専念していた。杜口にとっては、これ等の

著述物を遺す事が生甲斐であり、ライフワークであったと

言える。 

 

高齢化社会が進む中にあって、放送大学は知的な刺激を

受けるにはうってつけの場を提供してくれている。 

さて１３年経って、かの先輩はもう９０歳を遥かに過ぎ

た筈だが、相変わらず矍鑠として、何かに取り組んでおら

れるのではないかと思っている。 

～寄稿文のご紹介～ 

★お寄せいただいたのは… 

奥野 照夫 さん 

〈平成２１年３月 修士課程（文化科学）修了〉 

 



放送大学大阪学友・同窓会会報「おおさか」第 36 号  2023 年（令和 5 年）2 月 15 日発行  (5) 

 

5 

 

 

 

 

 

二〇〇〇年、大学を目指す人達への大々的な説明会

が、梅田のある大きな会場で開かれるのを知り、齢六十

を迎え何かしたいという私の好奇心が、入学試験なし・

自分のペースで学びが出来る。それに、大阪教育大学卒

業後教師となるも、若くしてガンで亡くなった妹の足跡

がある筈、と何となくセンチな気分も加わりまして放送

大学で大学生になろうと決めました。 

 

会社勤めと、家事と、通信学習、スクーリング。勉強時間を作るのに予定表を作り、有給休

暇を利用してスクーリングに出席しました。テープを借りて帰り、台所仕事をしながらでも見

える位置にテレビを設置しました。 

 

沢山のテープから広がる未知の世界、興味一杯でした。む

つかしい教科にも日を重ねていくうちに理解が深まってゆき

ます。放送大学で学んだ知識にある日出くわした時、感動一

しおでした。私も同じ話題に加わる事ができると。 

 

学習センター往復に三時間の乗り物を利用していました。

テスト期間は車中でずっと教科書を読みました。 

朽ちかけた頭では単位取得は大変な事でした。五年かかり

ました。 

 

その間、四人の子の結婚や夫の定年、姑の死などがありましたが、学びを積み重ねて何とか卒

業までに至りました。達成の喜びを味わう事が出来ました。 

 

後期高齢者となりました現在は、地域で私にでも出

来るボランティアで楽しく動いています。 

二〇〇五年、幕張メッセでの卒業式で「学位記」を

頂きました。六十代、私の若かりし日々の大切な思い

出です。 

 

大学学友・同窓会に感謝しつつ、一層のご発展をお

祈り申し上げます。 

★お寄せいただいたのは… 

安威 道子 さん  
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 例年 5 月に開催の定期総会の際、はがき（料金負担いただき重ね

て御礼申し上げます）とインターネットにて、出欠のご返答を戴いて

おります。 

はがき・インターネットともコメントを入れる欄があり、その中で「世話人の方のご尽力に

感謝しております。」などのお声をいただき、世話人一同励まされております。 

さて、その中で直接ご返答ができなかったお二人のお声にお答えしたいと思います。なお、

趣旨を変えない範囲で内容を変えております。ご了承ください。 

 

会員Ａさん 

「卒業証書が家にありません。困っています。」 

 

卒業証書が手元からなくなってしまい、非常にお困りだと思いま

す。ただ、卒業証書はお手許になくても、大変な努力で卒業された事

実は一生涯有効です。 

大阪学習センターの事務室に確認したところ、卒業証書（学位記）

自体の再発行は不可ですが、それに代わる卒業証明書を学習センター

事務室で発行できます。 

また、ある日突然ご自宅の思わぬところから顔を出すこともありま

す。一度ゆっくりお探しになられてはいかがでしょうか。 

 

会員Ｂさん 

「単位認定試験がインターネットなので少々戸惑っています」 
 

今まで慣れ親しんだものが変化すると戸惑うのは当然で

す。学習センターからも、多数の方が自宅ではなく学習セン

ターでの受験を希望されたと伺っております。 

もちろん、ＣＢＴ試験（コンピュータを使った試験）自

体、これは試験として正しいのか？という声は年代問わずあ

るとも聞きます。 

ただ、新しい方式に果敢に挑むのも学生として大事だと思

います。特に選択式だと慣れ

るとこちらのほうが楽かもし

れません。 

 

また皆さんの挑戦する気持ちを応援するのも大阪学友・ 

同窓会の在り方ではないかと思います。 

 

スムーズなご返答は難しいですが、ぜひ皆様のお声を 

お聞かせください。お待ちしております。 

  

副代表世話人 古川 徹 
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この度当会で大阪学習センターのスタンプ制作し、それに合わせてスタンプ帳を作成しました。 

また、いままでご好評をいただいている放送大学同窓会連合会制作のバッジも併せてインター

ネット販売しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申し込み方法 

１.インターネットでの申し込み（会員の方は原則後払いです） 

 

 

 

 

 

 

 

申し込みはこちらから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＣでも大阪学友・同窓会のホームページから申し込みいただけます。 

※バッジのみをご希望の場合はメール（oujosakadousoukai@gmail.com）で問い合わせください。 

２．対面販売 

イベント（学位記授与式）等でも対面販売予定です。 
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本年度（２０２２年）の新入会者は８名でした。ご入会ありがとうございます。 

 昨今、個人情報取り扱いに慎重を期する必要がありますので、新入会員の氏名開示を 

取りやめております。悪しからずご了承をお願いします。 

 
大阪学友・同窓会世話人募集 

大阪学友・同窓会では世話人として一緒に活動していただける方を募集しています。究極の

ボランティア団体で、できる時にできる範囲でお手伝いいただければ結構です。 

会員相互の親睦、本会のさらなる活性化、又放送大学の発展のためにも、お力をお貸し 

いただきたく、お願いいたします。ご協力いただける方は 6F事務室前学友・同窓会メールボッ

クスにその旨投函、又はメールにて oujosakadousoukai@gmail.com へご連絡ください。 

 

学生募集にご協力のお願い 

大阪学友・同窓会会員の皆様、学生生活の仲間を増やしたく、募集協力の案内をお送りしま

すので、ご家族・友人・知人などに放送大学を紹介していただきたく、よろしくお願いいたし

ます。 
 

大阪学友・同窓会ホームページのご案内（https://oujosakagd.wixsite.com/oujogd） 

今年、大阪学友・同窓会のホームページが新しくなりました。 

同窓会行事のご案内や報告などを掲載しています。 

検索窓に「放送大学大阪学友・同窓会」と入れてみてください。 

      ホームページの QRコード→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

編集後記 

コロナ禍も 3年目。流行の波は何度も押し寄せますが、世の中は動き出しています。放送大学・

同窓会行事も一部対面で復活するなど、光明が差す年度でした。 

今年も皆さまにご寄稿いただき、会報が完成いたしました。ご協力いただきました皆さま、誠に

ありがとうございました。 

大阪学友・同窓会として、継続するこの状況においてどのような活動ができ

るかを熟考・検討し、次年度も積極的に実現していきたいと考えております。 

今年度から世話人となり、会報の編集を担当させていただきました。私事で

すが、原稿をいただいた直後コロナに罹患し、発行が遅れてしまいました。 

この場をお借りしてお詫びいたします。 

やはり「風邪」とは違うと感じる病でした。皆さま、どうぞ引き続きご自愛

くださいませ。（松浦） 

   メールアドレスご登録のお願い 

 

会員の利便の向上と会の安定運営のため、可能な限りメールでのご連絡を進めて 

いくこととしました。メールアドレスを新規取得された方や変更された方、また入会時 

未登録で現在お差支えの無い方は、右 QR コードからメルアド登録をお願いいたします。 

 

★QR コードが読取れない場合 （直接入力）https://forms.gle/XVBvAYxnX4w89qWa7 

 

大阪学友・同窓会連絡先 メール oujosakadousoukai@gmail.com  

         住 所  〒543-0054 大阪市天王寺区南河堀町４―８８             

     放送大学大阪学習センター内 大阪学友・同窓会 

 

 

 

mailto:メールにてoujosakadousoukai@gmail.com
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